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２０１４年５月１０日（土）～１２日（月）の３日間にわたり、「第１９回

ユースラリー in Ｋｕｍａｍｏｔｏ」を開催しました。今回はＪＲ連合九州地

協青年・女性委員会を準備機関とし、九州のおへそ、火の国熊本にて開催☆ 

開催地であるＪＲ九州労組青年・女性委員会「第１９回リバティユースラリ

ー」との合同企画とし、前回を超える１２４名の仲間が集い、全国の仲間が大

いに交流を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本駅から阿蘇に向かって出発！！移動バス内では、参加者相互の自己

紹介とお絵かき伝言ゲームを行いました！お絵かきゲームは予想以上に

盛り上がり、多くの名（迷？）作が誕生♪緊張がほぐれたところで、宿泊

場所である阿蘇青少年交流の家に到着！ここから、スポーツレクリエーシ

ョンを開催し、テレビでもおなじみストラックアウトやピンポン運びリレ

ーなど体を使ったものもあれば、頭も使おう！ということで、○×ゲーム

などにも挑戦！各班協力しながら、種目をクリアしていき班での交流を深

めることができました！ 
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阿蘇青少年交流の家をスタートとし、宿泊地のある熊本市内をゴールと

するウォークラリーを開催しました。パワースポットで有名な阿蘇神社を

含む宮地地区、数多くの水源を有する南阿蘇地区、それらの自然が作り上

げた熊本市内の街並みを舞台に、指定されたチェックポイントをいかに多

く回ることが出来るかで競い、自然や街だけでなく、豊かな自然に育くま

れた食に至るまで熊本のすべてを堪能していただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ連合の置かれている現状や、取り組んでい

る政策課題解決へ向けた理解深度化、共有を図る

ため、学習会を開催しました。井形事務長、橋爪

幹事より「ＪＲ連合を取り巻く情勢」「モーダル

シフト・災害復旧」について提起があり、その内

容をもとにグループディスカッションを行いま

した。会社も違えば、職種も違う。だからこそ、

色々な視点からの議論がなされ、参加者相互はも

ちろんのこと実行委員としても数多くの新しい

切り口に気付くことができるなど、充実した機会

となりました。 

 

 

3 日間とおし参加者、実行委員を含めケガも

なく、最終日に全員の笑顔をみることが出来た

こと、これこそが最高の思い出です！またその

笑顔に会える日を楽しみにしています！参加者

の皆さま本当にありがとうございました☆ 


